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あじさいの花が少しずつ色づき始め、梅雨の気配を感じる時期となりました。１年生も通級のリズムに慣

れ、元気な挨拶が響いています。先月は、運動会で、子供たちの成長を感じたご家庭も多いのではないでし

ょうか。 

雨の日や気温が高い日が多くなリ始める今月は、体調を崩しやすい時期でもあります。体調管理に気を

付けて、元気に生活しましょう。  

 

 

           

                    

 

６月 ３日(火)  都難言協ブロック研究会     ７月 １日(火)  都難言協ブロック研究会        

１０日(火)  都難言協専門研究会         ３日(木) 専門家診断 

１４日(土)  神南小学校公開・振替指導日              （午前の指導時間が変更になります）  

１６日(月)  神南小学校振替休業日        ８日(火)  都難言協専門研究会  

         (指導はありません)     １１日(金)  就学支援委員会（難言） 

１７日(火） 在籍学級訪問開始（言語）        （午後の指導が変更になる場合があります）     

  ～２３日(月）              １７日(木) 通級指導終了 

２４日(火） 都難言協通級指導研究会           ２１日(月) 夏季休業日開始 

                               ２８日(月) 全難言協 東京大会 

                                          ～３０日(水） 

             ※予定は変更になる場合があります。 

 

 

 

 

 

〒150-0042 渋谷区宇田川町５－１ TEL:03-3464-0659   

FAX:03-3464-0636 

https://shibuya.schoolweb.ne.jp/jinnane/ TEL:03-3464-4105（教室直通）  

 令和７年６月２日 発行 

渋谷区立神南小学校長 山口 信忠 

  きこえとことばの教室 

 

６月・７月の予定 

 ～秋季相談を行います～ 

 ９月９日（火）～１２日（金）に「きこえとことばの教

室秋季入級相談」を実施します（各学校へは６月上旬に文書

を送付する予定です）。 

なお、この期間中の通級指導は中止となります。 

よろしくお願いします。 

 

おねがい 

 雨の日は、きこえとことばの教室の 

電話がつながりにくくなることがあります。

つながりにくい場合は、神南小学校の職員室

（03－3464－0659）におかけください。 

よろしくお願いします。 

 



 

 

５月１９日（月）～３０日（金）にきこえの教室の在籍学級訪問を行いました。在籍校での児童の

様子を参観し、担任の先生や特別支援教育コーディネーターの先生と面談を行いました。 

ご多用の中、調整いただいた先生方、ありがとうございました。ことばの教室は、６月１７日（火）

～２３日（月）の期間で、訪問を実施します。 

 在籍学級での児童の普段の様子を観察したり、担任の先生と話し合ったりする、貴重な機会とな

ります。担任の先生にきこえの教室・ことばの教室での指導や、学級でご配慮いただきたいこと等を

お伝えしたり、個別指導計画について話し合ったりします。 

なお、ことばの教室の在籍学級訪問期間中、ことばの教室の指導はお休みになります。詳しくは、

別途配付するお知らせをご覧ください。 

 ※きこえの教室の指導については、通常通りとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在籍学級訪問 

 

 

きこえの教室では、水泳指導に関することばや、補聴器や人工内耳の管理のこと、水泳時に気を付け

ること等を事前に学習します。在籍校での水泳指導が行われる前に、児童が安全で楽しく活動に参加で

きるようにご家庭と連絡を取り、在籍学級訪問の際にも担任の先生や特別支援教育コーディネーターの

先生ともお話をさせていただきました。                      

～水泳指導が始まるまでに、以下のことを確認しておきましょう～ 

【入水前】 

〈人工内耳、補聴器を外す場合〉 

・外した機器は、ケースにしまいます。 

＊いつ、どこで外し、だれが、どこに保管するか決めておきましょう。 

〈人工内耳の防水カバーや防水パーツを使う場合〉 

・防水カバーをつけたり、防水パーツにつけ替えたりします。 

＊いつ、どこで、だれがつけるか決めておきましょう。 

【入水中のきこえの支援】 

・補聴器や人工内耳を外した後は、視覚的支援が必要となります。また、防水カバーをつけると、人工

内耳をつけていても聞こえにくくなります。カードやホワイトボードを使用する等、聞こえないことに

配慮した支援をお願いします。 

・特に、自由練習のときは夢中になり、「終了」の合図がわかりにくいことが多いようです。友達同士で

助け合う関係作りも大切です。 

【プールから出た後】 

・髪の毛、耳、耳の周りをよく拭き、しっかり乾いてから機器をつけます。 

＊濡れたまま機器をつけると故障します。気を付けましょう。 

＊いつ、どこで、だれが機器をつけるか、またはつけ替えるか、確認しておきましょう。 

 

 ※補聴器や人工内耳を外した活動中に、避難等の緊急事態が生じた場合を想定し、対応を事前に

決めておきましょう。 

水泳指導が始まります 

 



 


